


















290p 2cm 定価3，90 円(税別)
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(4) 図書館ユーザ、としてのネット世代( 6 章)


























































全学の教育改革と進展が進む中， 2012 年11 月には
ラーニング・コモンズの機能を強化，進化させてい
くものとして「グローパル・コモンズ」という新し
い共同学習スペースの開設も行った。それらが有用
書評(久保山)，図書館学教育研究グループ案内
なものとなるよう同僚や関係の方々を含め尽力し，
実際相当な労力を投入している。しかし，自らを問
い直す姿勢は常に持っていたい。
自戒を込めた間いをあげてみよう。大学ないし
個々の機関の置かれている状況の理解はどうだろう
か。人的ないしソフト面でのサービス提{其，ハード
面での施設や設備の提供の具体的なノウハウは蓄積
できているだろうか。少なくとも近い将来までの展
開方策，維持体制のイメージは描けているだろうか。
そして，ラーニング・コモンズや学習支援に関わる
我々は，それぞれの状況に応じて，素早く自らを変
化させていくことを求められている。ラーニング・
コモンス、に限った話ではないが，状況というのは常
に変わっていくものである。つまり，完成形という
のは，あったとしても常に一時的なものである。自
らを聞い直すことも常に必要である。
その問い直しの際に，本書の内容はそのヒントを
与えてくれるものになるだろう。
(くぼやま たけし大阪大学附属図書館)
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